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2013 年 1 月 11 日現在の中心市街地活性化基本計画データベース 15)の各自治体項目 16)-35)
および各自治体の計画本文 36)-61)から、公共図書館整備を行う事例を抽出し、各計画の整備
内容をまとめる。なおデータベース上では公共図書館事業整備実施となっているが、2012





中心市街地活性化基本計画 113 自治体 121 計画のうち、図書館のリニューアル・移転整
備・新規建設を行っている市町村は現在 22 自治体 24 計画であり、中心市街地活性化基本
計画全体の 19.8%で施設整備を伴う公共図書館整備が行われている。また表 2.1 では中心市
街地活性化基本計画が初めて認定された 2007 年 2 月から 2012 年 12 月までの中心市街地
活性化基本計画数と、そのうち公共図書館整備事業が実施されている計画数の変化をまと
めた。表から 2008 年に盛んに計画認定が行われ、公共図書館認定事業数も 2008 年に最も
多いことがわかる。 
 
表 2.1 中心市街地活性化基本計画認定数と図書館整備実施自治体数の変化 
  2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 計 
認定計画数 24 43 25 11 5 13 121 
図書館整備 
実施計画数 
3 11 4 0 2 4 24 
割合 12.5% 25.6% 16.0% 0.0% 40.0% 30.8% 19.8%
 
 












 表 2.2 は中心市街地活性化基本計画の策定年月日、面積、人口を示したものである。同一
市町村において 2 期にわたって継続して同一館の整備を行うものについては、第 1 期計画
の計画認定日のデータを記載した。 
 表 2.3 では中心市街地活性化基本計画認定自治体の人口規模ごとに、全自治体数と図書館
整備事業が行われている自治体数を比較した。中心市街地基本計画に認定された 113 自治
体のうち、20 万人-50 万人規模、および 10 万-20 万人がボリュームゾーンとなっており、
図書館整備計画を行っている自治体数も同じ傾向であった。また図書館整備計画を行って
いる自治体の割合は、50 万人規模以上の自治体では 14 カ所中 1 カ所のみであり、人口規
模の大きい自治体では図書館整備計画が行われていないことがわかる。 
 
表 2.2 各計画認定中心市街地の面積・人口 
 
 
表 2.3 自治体の人口規模割合 
 
 
市町村全体(km2) 中心市街地(ha) 市町村全体(人) 中心市街地(人)
1 金沢市 2007年5月28日 467.77 860 445,953 57,916
2 豊後高田市 2007年5月28日 206.6 71 24,431 2,894
3 岐阜市 2007年5月28日 202.89 170 420,064 10,373
4 藤枝市 2008年3月12日 194.03 160 145,160 10,430
5 滝川市 2008年3月12日 115.82 92.5 43,541 3,048
6 西条市 2008年7月9日 509.05 140 114,584 1,337
7 四万十市 2008年7月9日 632.5 170 36,299 7,244
8 伊丹市 2008年7月9日 25.09 72.5 197,005 12,061
9 北九州市(黒崎地区) 2008年7月9日 487.66 70 990,304 3,840
10 大分市 2008年7月9日 501.28 145 475,227 7,426
11 塩尻市 2008年11月11日 290.18 110 68,262 4,260
12 高崎市 2008年11月11日 401 175 375,194 14,124
13 甲府市 2008年11月11日 212.41 115 192,619 5,276
14 米子市 2008年11月11日 132 300 150,339 13,106
15 白河市 2009年3月27日 305.3 106 64,648 4,639
16 田辺市 2009年3月27日 1026.77 108 81,437 8,655
17 下関市 2009年12月7日 716.06 215 285,021 10,665
18 高槻市 2009年12月7日 105.31 209 358,342 10,337
19 福知山市 2011年3月25日 552.57 116 81,797 5,750
20 北見市 2011年3月25日 1427.6 117 125,977 4,422
21 富山市 2012年3月29日 1,241.85 436 416,654 417,607
22 高知市 2012年11月30日 309.22 142 340,717 5,017
市街地名 計画認定日
面積 人口
5万人未満 5万人   -10万人
10万人
   -20万人
20万人
   -50万人
50万人
   -100万人 100万人以上 計
全自治体数 14 22 30 33 12 2 113
図書館整備
実施自治体数 3 4 6 8 1 0 22




 表 2.4 は整備の形態についてまとめたものであり、建設中および計画中の図書館整備を含
んだ図書館整備の傾向としては、移転整備 12 件、新設 5 件、建て替え 2 件、不明 2 件であ


































表 2.4 整備図書館の施設整備形態 
 
 
表 2.5 各計画認定中心市街地の整備図書館 
 
移転 新規 建替 複合
1 金沢市 玉川こども図書館 ○
2 豊後高田市※ 豊後高田市立図書館 ○
3 岐阜市※ - ○ ○
4 藤枝市 駅南図書館 ○ ○
5 滝川市 滝川市立図書館 ○
6 西条市 西条市立西条図書館 ○
7 四万十市 四万十市立 ○ ○
8 伊丹市 伊丹市立図書館(本館) ○
9 北九州市(黒崎地区) 八幡西図書館 ○
10 大分市※ 大分市民図書館 ○ ○
11 塩尻市 塩尻市立図書館(本館) ○ ○
12 高崎市 高崎市立中央図書館 ○ ○
13 甲府市 山梨県立図書館 ○
14 米子市※ - ○ ○
15 白河市 白河市立図書館 ○ ○
16 田辺市 田辺市立図書館 ○ ○
17 下関市 下関市中央図書館 ○
18 高槻市 高槻市立中央図書館ミューズ子ども分室 ○
19 福知山市※ - - - - -
20 北見市※ - - - - -
21 富山市※ 富山市立図書館 ○ ○
22 高知市※ - ○ ○
市街地名 図書館名 整備形態
市街地名 図書館名 開館日 延床面積(m2) 蔵書数(千) 登録者数(千)
1 金沢市 玉川こども図書館 2008年11月8日 4,674 94 8
2 豊後高田市※ 豊後高田市立図書館 2013年春 3,591 14 -
3 岐阜市※ - - - 90 -
4 藤枝市 駅南図書館 2009年2月28日 3,299 275 103
5 滝川市 滝川市立図書館 2011年12月16日 1,192 13 4
6 西条市 西条市立西条図書館 2009年6月1日 5,137 438 23
7 四万十市 四万十市立 2010年5月6日 1,200 87 6
8 伊丹市 伊丹市立図書館(本館) 2012年7月1日 6,194 - -
9 北九州市(黒崎地区) 八幡西図書館 2012年7月1日 3,700 30 -
10 大分市※ 大分市民図書館 2013年7月 - 33 -
11 塩尻市 塩尻市立図書館(本館) 2008年7月28日 3,300 276 34
12 高崎市 高崎市立中央図書館 2011年4月1日 5,460 559 107
13 甲府市 山梨県立図書館 2012年11月11日 10,555 80 -
14 米子市※ - 2015年 - - -
15 白河市 白河市立図書館 2011年7月24日 2,734 127 2
16 田辺市 田辺市立図書館 2012年2月4日 - - -
17 下関市 下関市中央図書館 2010年3月20日 4,531 327 51
18 高槻市 高槻市立中央図書館ミューズ子ども分室 2010年7月14日 - - -
19 福知山市※ - 2014年6月 3,000 30 -
20 北見市※ - 2015年 - - -
21 富山市※ 富山市立図書館 - 9,000 - -
































1 金沢市 玉川こども図書館 ○
2 豊後高田市※ 豊後高田市立図書館 ○
3 岐阜市※ - ○
4 藤枝市 駅南図書館 ○ ○
5 滝川市 滝川市立図書館 ○
6 西条市 西条市立西条図書館 ○
7 四万十市 四万十市立 ○ ○
8 伊丹市 伊丹市立図書館(本館) ○ ○
9 北九州市(黒崎地区) 八幡西図書館 ○
10 大分市※ 大分市民図書館 ○ ○
11 塩尻市 塩尻市立図書館(本館) ○
12 高崎市 高崎市立中央図書館 ○ ○
13 甲府市 山梨県立図書館 ○ ○
14 米子市※ - ○
15 白河市 白河市立図書館 ○
16 田辺市 田辺市立図書館 ○ ○
17 下関市 下関市中央図書館 ○
18 高槻市 高槻市立中央図書館ミューズ子ども分室 ○ ○
19 福知山市※ - ○
20 北見市※ - ○
21 富山市※ 富山市立図書館 ○





































図 3.1 高崎市の中心市街地エリア 
 
 

























お話会等のイベント実施等である。開館時間は、火曜日から金曜日は午前 10 時から午後 8
時まで、土曜日から月曜日および祝日は、午前 10 時から午後 5 時である。休館日は月 1 回
の整理日、春季・秋季の特別整理期間、年末年始であり、また延床面積 5,460m2、蔵書約
56 万点、登録利用者数は約 10 万 6 千名である。 
 
 
写真 3.1 高崎市立中央図書館・高崎市総合保健センター 













表 3.1 高崎市立中央図書館・高崎市総合保健センター内の施設構成 
6F  高崎市立中央図書館 
（視聴覚スペース、多目的室、学習室、行政・地域資料保存庫、図書館事務室） 
5F  高崎市立中央図書館 
（一般図書スペース、児童書スペース、地域資料・参考図書スペース、公開書庫） 
4F  高崎市医療保健部（高崎市保健所） 
3F  高崎地域医療センター、高崎市医師会、高崎歯科医療センター 
高崎市歯科医師会、高崎市薬剤師会、施設共用会議室 
2F  健康検診センター、施設共用会議室 
1F  こども検診センター、高崎市夜間急病診療所、高崎市休日応急歯科診療所 
 
3.2 調査方法 
 調査は高崎市立中央図書館のエレベーター前入口および駐車場側入り口の 2 箇所で来館
者に対し調査票記入依頼を呼びかけ、その場で回収を行った。なお本研究では経済効果の
検証を行うため、一定の消費行動を行うと考えられる高校生以上を調査対象とした。 
調査日時については岸田ら 70)の研究を参考に、7 月 4 日(水)10:30-19:00、7 月 5 日(木) 
10:30-19:00、7 月 8 日(日) 10:30-16:30 の計 3 日間行った。なお開館直前は閲覧席確保のた
めの混雑、閉館直前は駆け込みの返却や駐車場料金精算による混雑が予想されるため、開




の 4 事項を設定した。 
 
3.3 回収結果 
 回収結果は表 3.2 のようになった。全体の回収数は 229 票、回収率は 6.7%であった。 
 
表 3.2 回収状況 
 エレベーター前入口 駐車場側入口 
来館(人) 回収(人) 回収率 来館(人) 回収(人) 回収率 
7 月 4 日(水) 436 43 9.9% 609 52 8.5% 
7 月 5 日(木) 574 30 5.2% 584 34 5.8% 
7 月 8 日(日) 563 33 5.9% 688 37 5.4% 










 回答者の性別については、男性 115 名(50.2%)、女性 114 名(49.8%)であり、ほぼ半数ず
つとなっている(表 4.1)。また平日と休日別に割合を比較したところ、平日では男性 71 名
(44.7%)、女性88名(55.3%)と女性が多い一方、休日では男性44名(62.9%)、女性26名(37.1%)
と男性が女性を上回る結果となった。 
 回答者の住所については、高崎市内 208 名(90.8%)、高崎市以外の群馬県内 18 名(7.9%)、
群馬県外 3 名(1.3%)であり、ほとんどの回答者が高崎市民であることがわかる(表 4.2)。 
 年齢では、回答者は 60 代が 54 名(23.6%)と最も多く、10 代が 21 名(9.2%)と最も低い(表
4.3)。ただし、対象者が高校生以上なので 10 代はそもそも少数である。また性別と年齢を
クロス集計したところ、30 代では男性 7 名(25.0%)、女性 21 名(75.0%)で女性が多く、また
70 代以上では男性 22 名(78.6%)、女性 6 名(21.4%)と男性が多い結果となった(表 4.4)。 
 回答者の職業は、全体では会社員 49 名(21.4%)が最も多く、次いで職についていない回
答者 48 名(21.0%)、専業主婦 43 名(18.9%)、学生 33 名(14.4%)、アルバイト・パート 26 名
(11.4%)の順に多かった(表 4.5)。 
 
表 4.1 回答者の性別 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント
有効 男性 115 50.2 50.2 50.2
女性 114 49.8 49.8 100.0
合計 229 100.0 100.0  
 
表 4.2 回答者の住所 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 高崎市内 208 90.8 90.8 90.8 
高崎市以外の群馬県内 18 7.9 7.9 98.7 
群馬県外 3 1.3 1.3 100.0 





表 4.3 回答者の年齢 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 10代 21 9.2 9.2 9.2 
20代 37 16.2 16.2 25.4 
30代 28 12.2 12.3 37.7 
40代 36 15.7 15.8 53.5 
50代 24 10.5 10.5 64.0 
60代 54 23.6 23.7 87.7 
70代以上 28 12.2 12.3 100.0 
合計 228 99.6 100.0  
無回答  1 .4   
合計 229 100.0   
 
表 4.4 回答者の性別と年齢のクロス集計 
 
 
表 4.5 回答者の職業 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 会社員 49 21.4 21.6 21.6 
公務員 5 2.2 2.2 23.8 
自営業 15 6.6 6.6 30.4 
専業主婦(夫) 43 18.8 18.9 49.3 
学生 33 14.4 14.5 63.9 
アルバイト・パート 26 11.4 11.5 75.3 
職についていない 48 21.0 21.1 96.5 
その他 8 3.5 3.5 100.0 
合計 227 99.1 100.0  
無回答  2 .9   




表 4.6 は回答者の来館頻度を示したものである。回答者の約半数にあたる 51.1%が「月に
1,2 回」の来館頻度であり、また 28.4%の回答者が「週に 1.2 回」である。「ほぼ毎日」「週







点数については表 4.9 のような結果となった。貸出・返却ともに 3 割以上の来館者が資料の
貸出・返却を行っていない一方、最大制限点数である 15 点以上の貸出・返却を行う来館者
も存在する。平均貸出点数は 3.55 点、返却点数は 3.20 点であった。 
 
表 4.6 来館頻度 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 ほぼ毎日 12 5.2 5.2 5.2 
週に 3,4回 10 4.4 4.4 9.6 
週に 1,2回 65 28.4 28.4 38.0 
月に 1,2回 117 51.1 51.1 89.1 
年に数回 21 9.2 9.2 98.3 
初めて 4 1.7 1.7 100.0 













表 4.7 来館目的 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 館内での資料利用 36 15.7 16.1 16.1 
資料を借りる・返す 142 62.0 63.7 79.8 
余暇の時間を過ごす 16 7.0 7.2 87.0 
自習 23 10.0 10.3 97.3 
催し物参加 1 .4 .4 97.8 
その他 5 2.2 2.2 100.0 
合計 223 97.4 100.0  
無回答  6 2.6   

























 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント
有効 
0 75 32.8 33.2 33.2
1 12 5.2 5.3 38.5
2 21 9.2 9.3 47.8
3 30 13.1 13.3 61.1
4 15 6.6 6.6 67.7
5 20 8.7 8.8 76.5
6 13 5.7 5.8 82.3
7 12 5.2 5.3 87.6
8 8 3.5 3.5 91.2
9 2 .9 .9 92.0
10 7 3.1 3.1 95.1
12 3 1.3 1.3 96.5
15 2 .9 .9 97.3
16 3 1.3 1.3 98.7
20 2 .9 .9 99.6
30 1 .4 .4 100.0
合計 226 98.7 100.0  
 無回答  3 1.3   
















 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント
有効 
0 89 38.9 39.6 39.6
1 18 7.9 8.0 47.6
2 19 8.3 8.4 56.0
3 15 6.6 6.7 62.7
4 13 5.7 5.8 68.4
5 27 11.8 12.0 80.4
6 13 5.7 5.8 86.2
7 4 1.7 1.8 88.0
8 7 3.1 3.1 91.1
9 3 1.3 1.3 92.4
10 7 3.1 3.1 95.6
11 1 .4 .4 96.0
14 1 .4 .4 96.4
15 3 1.3 1.3 97.8
16 1 .4 .4 98.2
18 1 .4 .4 98.7
19 1 .4 .4 99.1
20 1 .4 .4 99.6
30 1 .4 .4 100.0
合計 225 98.3 100.0  
無回答  4 1.7   
合計 229 100.0   
 
表 4.10 は、移転以前の高崎市立中央図書館の利用経験について示したものであり、76.9%





















表 4.10 移転以前の図書館利用経験 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 利用していた 176 76.9 76.9 76.9 
利用していない 53 23.1 23.1 100.0 
合計 229 100.0 100.0  
 
表 4.11 移転による来館頻度の変化 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 増えた 82 46.6 46.6 46.6 
減った 24 13.6 13.6 60.2 
変わらない 70 39.8 39.8 100.0 
合計 176 100.0 100.0  
 
表 4.12 移転による滞在時間の変化 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 増えた 78 44.3 44.6 44.6 
減った 13 7.4 7.4 52.0 
変わらない 84 47.7 48.0 100.0 
合計 175 99.4 100.0  
無回答  1 0.6   
合計 176 100.0   
22 
 
表 4.13 資料貸出頻度の変化 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 増えた 75 42.6 42.9 42.9 
減った 12 6.8 6.9 49.7 
変わらない 88 50.0 50.3 100.0 
合計 175 99.4 100.0  
無回答  1 0.6   
合計 176 100.0   
 

















表 4.15 は回答者の来街頻度を示したものである。最も多い回答は「ほぼ毎日」の 34.9%
であり、次いで「月に 1,2 回」の 24.5%、「週に 1,2 回」の 20.5%の順に多かった。 














表 4.15 回答者の来街頻度 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 ほぼ毎日 80 34.9 34.9 34.9 
週に 3,4回 23 10.0 10.0 45.0 
週に 1,2回 47 20.5 20.5 65.5 
月に 1,2回 56 24.5 24.5 90.0 
年に数回 22 9.6 9.6 99.6 
初めて 1 .4 .4 100.0 
合計 229 100.0 100.0  
 





















表 4.17 回答者の主な来街理由 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント
有効 自宅があるから 57 24.9 25.8 25.8
大規模商業施設利用 55 24.0 24.9 50.7
小規模商業施設利用 7 3.1 3.2 53.8
郵便局・銀行等の金融機関利用 5 2.2 2.3 56.1
通勤・通学 29 12.7 13.1 69.2
市役所・文化施設等の利用 44 19.2 19.9 89.1
駅・バス停等の公共交通機関利用 11 4.8 5.0 94.1
医療・福祉機関の利用 4 1.7 1.8 95.9
その他 9 3.9 4.1 100.0
合計 221 96.5 100.0  
無回答  8 3.5   























表 4.18 計画認定以前の高崎市中心市街地の利用経験 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 利用していた 166 72.5 72.8 72.8 
利用していない 62 27.1 27.2 100.0 
合計 228 99.6 100.0  
無回答  1 .4   
合計 229 100.0   
 
表 4.19 計画認定後の来街頻度の変化 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 増えた 54 32.5 32.7 32.7 
減った 13 7.8 7.9 40.6 
変わらない 98 59.0 59.4 100.0 
合計 165 99.4 100.0  
無回答  1 0.6   
合計 166 100.0   
 
表 4.20 計画認定後の大規模商業施設利用頻度の変化 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 増えた 61 36.7 37.0 37.0 
減った 13 7.8 7.9 44.8 
変わらない 91 54.8 55.2 100.0 
合計 165 99.4 100.0  
無回答  1 0.6   










表 4.21 計画認定後の小規模商業施設の利用頻度変化 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 増えた 15 9.0 9.1 9.1 
減った 51 30.7 30.9 40.0 
変わらない 99 59.6 60.0 100.0 
合計 165 99.4 100.0  
無回答  1 0.6   
合計 166 100.0   
 
表 4.22 計画認定後の文化施設の利用頻度変化 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 増えた 55 33.1 33.3 33.3 
減った 8 4.8 4.8 38.2 
変わらない 102 61.4 61.8 100.0 
合計 165 99.4 100.0  
無回答  1 0.6   
合計 166 100.0   
 
表 4.23 計画認定後の市街地内の消費金額変化 
 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 増えた 51 30.7 31.1 31.1 
減った 25 15.1 15.2 46.3 
変わらない 88 53.0 53.7 100.0 
合計 164 98.8 100.0  
無回答  2 1.2   









表 4.24 市街地利用の変化理由(複数回答可) 

















リップ数は 627 回であり、回答者 1 人当たりの平均トリップ数は 2.37 回である(標準偏差
1.372)。自宅から図書館に向かい、他施設を利用せずに帰宅する来館者の割合は 24.6%であ























表 4.25 トリップ数の度数分布 
  度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 1 49 24.6 24.6 24.6 
2 78 39.2 39.2 63.8 
3 45 22.6 22.6 86.4 
4 19 9.5 9.5 96.0 
5 5 2.5 2.5 98.5 
8 1 .5 .5 99.0 
10 1 .5 .5 99.5 
11 1 .5 .5 100.0 
合計 199 100.0 100.0   
 























・文化施設 交通機関 医療機関 その他施設 自宅 計
高崎市立中央図書館 0 26 32 1 11 4 1 3 11 118 207
大規模商業施設 13 4 3 1 1 2 1 1 1 23 50
小規模商業施設 28 2 9 0 2 2 0 0 2 31 76
金融機関 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 6
通勤通学先 23 0 4 0 0 1 0 0 2 9 39
市役所・文化施設 14 1 3 2 0 0 1 0 0 0 21
交通機関 3 0 4 0 0 0 5 0 0 3 15
医療機関 8 2 1 0 0 0 0 0 1 3 15
その他施設 17 0 4 0 1 0 0 0 3 14 39
自宅 98 15 16 2 24 12 7 11 19 0 204








 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
総消費金額 218 0 45100 1431.27 3729.878 
大規模商業施設消費金額 46 0 13000 2570.65 2833.671 
小規模商業施設消費金額 53 0 5500 1421.23 1296.309 
金融機関消費金額 5 0 0 .00 .000 
通勤通学先消費金額 34 0 1500 65.44 268.544 
市役所文化施設消費金額 20 0 6000 471.50 1360.585 
駅消費金額 9 0 5000 944.44 1810.463 
医療機関消費金額 12 0 8000 1481.67 2212.863 
その他消費金額 32 0 45100 2478.34 8254.539 
 
表4.28 施設ごとの滞在時間 
 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
図書館滞在時間 210 0:00 9:55 1:24 1:51 
大規模商業施設滞在時間 47 0:00 14:45 1:04 2:07 
小規模商業施設滞在時間 57 0:00 5:00 0:46 0:50 
金融機関滞在時間 5 0:05 0:50 0:22 0:18 
通勤通学先滞在時間 36 0:01 12:15 4:13 3:44 
市役所文化施設滞在時間 23 0:10 10:15 1:46 2:35 
駅滞在時間 8 0:00 2:50 0:40 0:56 
医療機関滞在時間 11 0:15 2:10 1:05 0:36 















た。以下表 4.29 から表 4.31 は、回遊タイプ分類と各回答項目のクロス集計を行ったもので
あり、カイ二乗検定によって分類間に有意差のあったものについて示す。 
表 4.29 は回遊タイプと来館日について示したものであり、有意確率 0.002 で差異が確認
できたものである。特徴としては、直行直帰型利用者は休日に多く、休日利用者の 53.1%
が直行直帰型であることがわかる。 

































は「直行直帰型 < 中心市街地内施設利用型」および「直行直帰型 < 中心市街地外施設利
用型」となる結果が示された。 
 表 4.34・4.35 は、回遊タイプと施設利用回数について示したものである。全体のトリッ









表 4.32 回遊タイプと総消費金額の統計量 
 
 





































と定義した結果、186 名の有効回答に対して歩行型 81 名(43.5%)、自動車型 105 名(56.5%)




表 4.36 は交通手段と年齢について示したものであり、有意確率 0.000 で差異が確認でき
たものである。歩行型利用者は 10 代の若年層の割合が高いことがあげられる。 
表 4.37 は交通手段と職業について示したものであり、有意確率 0.003 で差異が確認でき
たものである。歩行型利用者は若年層である学生の割合が高く、表 4.35 で示した年齢との
関係で示された結果を反映しているといえる。なお度数不足による検定不能を防ぐため、
表 4.38 に示した分類に従い性質の似た職業分類を合併して再集計を行った。 





































以下に示す表 4.41 から表 4.46 は、交通手段分類と貸出返却点数等について t 検定を行い、
有意差が確認されたものを示している。 
 表 4.41・4.42 は交通手段と資料の貸出・返却点数について示したものである。結果は歩
行型の貸出平均数が 2.14 点に対し、自動車型の平均貸出点数は 4.51 点であり、また歩行型





 表 4.43・4.44 は交通手段と施設移動回数について示したものであり、図書館と公共交通
施設への移動回数については歩行型が自動車型の平均数を上回る結果となった。図書館の
有意確率は有意水準 5%を満たす 0.038 であり、駅の有意確率は 0.034 であった。またその
他の施設については、自動車型が歩行型の平均数を上回り、有意確率 0.001 の差異であっ
た。 
 表 4.45・4.46 は交通手段と図書館利用形態について、図書館滞在時間および図書館同行
者(友人・知人)の結果を示したものである。図書館滞在時間では歩行型の平均値が 2 時間 6
分である一方、自動車型の平均値 57 分であり、有意確率 0.000 で有意な差が示された。ま
た同行者についても歩行型が自動車型を上回っていることがわかる。 
 
表 4.41 交通手段と資料の貸出・返却点数の統計量 
 
 













表 4.43 交通手段と施設移動回数の統計量 
 
 
表 4.44 交通手段と施設移動回数の独立サンプルの検定 
 
 
表 4.45 交通手段と図書館利用形態の統計量 
 
 








費型」の 3 つに分類した。「非消費型」は全トリップを通じて消費金額が 0 円であった層、
「市街地外消費型」は市街地外でのみ消費行動を行った層、「市街地内消費型」は市街地内
において消費行動を行った層と定義した。182 名の有効回答に対し、非消費型 87 名(47.8%)、
市街地外消費型 42 名(23.1%)、市街地内消費型 53 名(29.1%)であった。表 52 から表 55 は
上記分類に従った集計結果について、有意差が確認された特徴を以下に示す。 
表 4.47・4.48 は、経済効果と施設利用回数について示したものである。全体のトリップ



























































表 4.49 消費形態と施設滞在時間 
 
 





















4.4.2 にて明らかになった市街地施設への流動効果による 3 分類の割合は、「直行直帰型」



























間が 2 時間に設定されていることが影響していると考えられる。 
4.4.4 にて明らかになった経済効果による 3 分類の割合は、「非消費型」が 87 名(47.8%)、











































































































































































































63)日本建築学会編(1995) 地域施設の計画:21 世紀に向けた生活環境の創造.pp546. 
64)日本図書館協会図書館調査事業委員会編(2012)日本の図書館統計と名簿 2011.pp518 
65)日本図書館協会図書館調査事業委員会編(2012)図書館年鑑 2012.pp842 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・私が高校生の頃(約 10 年前、2000 年頃)には、高崎スズランのあたりがすごく栄えていて、
駅前は(特に東口)は、行くこともありませんでした。今でも西口の方が高島屋など行く機
会が多い方がいると思いますが、東口にも飲食店などが増えれば、もっと行く機会も多
くなると思います。 
・未整備の裏通りに自動車が入りすぎ、歩行者・自転車の安全が危惧される。特に中心地
から上居・夫中・岩鼻方面の旧道路の側溝やふ変の不備は歩行者の不安の種である。山
名・藤岡・吉井方面の弓道の側溝が不備・大型車が来るたびに立ち止まる。 
・徒歩圏で全ての用事がすまない(車社会、交通弱者にはものすごく不便)/それぞれの用事は
それぞれの場所で済むが、一か所で済まない 
・高崎競馬場跡地の有益な利用を望みます 
・駅東口近辺に小規模商業施設(スーパー等)がないことが不満/図書館は郊外に建てたほうが
よいのではないか 
・減税せよ 
・(市街地について)・活性化に向けて、市長・小校舎・住民・学生(高崎大他)とのコミュニ
ケーション等の連携強化を図り、今後のますますの発展充実を期待します 
・求人をなんとかして高齢者にも優しい街づくり 
